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要 旨   

 

世界的に、憂慮すべき問題のひとつに、年間 200万人の患者を占める肝臓疾患の蔓延

と負担がある。肝炎感染症、アルコール性・非アルコール性肝疾患、環境因子、薬剤性

毒性などの慢性的肝臓病の病因は、必ず肝線維化を進行させ、最終的に肝細胞がんに至

らせる原因となっている。現在の治療法は、肝疾患を克服し、治癒させることはない。

新たな知見は、広範な薬理学的特性を持つエラグ酸のようなエビデンスに基づく補完医

学を用いることへの研究者の関心を示唆している。抗酸化作用、抗炎症作用、抗高脂血

症作用、抗ウイルス作用、抗血管新生作用、抗がん作用などである。エラグ酸が発揮す

る分子機能は、フリーラジカルの消去、脂質代謝の調節、線維形成応答タンパク質の阻

害、肝星細胞および筋線維芽細胞の抑制、肝ウイルス複製の抑制、成長因子の抑制の促

進、転写因子、炎症性サイトカインの調節、肝臓免疫反応の増強、アポトーシス促進、

腫瘍性細胞の細胞増殖の阻害などである。本総説では、肝疾患予防におけるエラグ酸の

将来的な役割を保証するために、現在入手可能な証拠に基づく前臨床および臨床情報に

最も注目する。 

 

 


